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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間のわが国経済におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の

反動減や、天候不順による影響を受けましたが、政府・日本銀行の政策連携の効果もあり、景気は緩

やかな回復基調を維持しました。

　このような経済環境の中で、板紙業界におきましては、消費税率引き上げの影響による国内出荷の

落ち込みはありましたが、輸出が伸びたことにより、生産量は前年を上回りました。

　段ボール業界におきましては、消費税率の引き上げや夏場の天候不順による影響はあったものの、

需要が堅調に推移したことにより、生産量は前年並みとなりました。

　紙器業界におきましては、ギフト需要の縮小、軟包装など他素材への需要のシフトが続いています

が、健康食品等の成長分野向けが増加したことにより、生産量は前年並みとなりました。

　軟包装業界におきましては、天候不順の影響により飲料や青果物等の需要は低迷しましたが、コン

ビニエンスストア向けが好調であったことにより、生産量は前年並みとなりました。

　また、重包装業界におきましては、原子力発電所事故関連の除染用コンテナバッグの需要は引き続

き増加しましたが、石油化学・農業関連向けでの反動減が大きく、生産量は前年を下回りました。

　以上のような状況の下で、当社グループは、製紙、段ボール、紙器、軟包装、重包装、海外の６つ

のコア事業を中心に、パッケージングに関する総合的なソリューションを提案する企業グループ、

「ゼネラル・パッケージング・インダストリー」＝ＧＰＩレンゴーとして、国内外でその結束力を強

め、革新的な製品の開発に注力するとともに、競争力や事業基盤の強化に向けた積極的な設備投資や

Ｍ＆Ａを通じ、グループ全体の業容拡大に取り組んでまいりました。

　小売り店舗での品出しやディスプレイの作業性、販売促進性を大幅に向上させる新発想の革新的段

ボール包装「レンゴー・スマート・ディスプレイ・パッケージング(ＲＳＤＰ)」を開発するととも

に、包装に関する最新技術を紹介するアジア最大級の展示会である「2014東京国際包装展(東京パッ

ク2014)」において積極的なプロモーションを展開いたしました。一昨年発売した通販物流向け包装

機械「ジェミニ・パッケージングシステム」とともに、流通革命をテーマに掲げ、新たな需要の開拓

に注力いたしました。

　昨年６月に、紙器事業の一層の拡充を図るため、富士包装紙器株式会社(大阪市天王寺区)を子会社

化したほか、７月には、大和紙器株式会社が同社岡山工場(岡山市南区)と姫路工場(兵庫県揖保郡太

子町)を統合し、新たに瀬戸内工場(岡山県瀬戸内市)を開設いたしました。

　海外におきましては、昨年５月に、タイの合弁会社であるタイ・コンテナーズ・グループ社が新た

に軟包装事業への進出を図るため、プレパック・タイランド社に出資したほか、米国ハワイ州におい

てレンゴー・パッケージング社が段ボール新工場を開設いたしました。

　なお、原燃料価格の上昇等による採算の悪化を改善するため、一昨年秋より板紙ならびに段ボー

ル、紙器、軟包装製品全般にわたる価格正常化への取組みを継続しておりますが、当期間における成

果は限定的なものとなりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は397,787百万円(前年同期比0.8％増)、営業利益は

6,497百万円(同56.6％減)、経常利益は7,569百万円(同53.4％減)、四半期純利益は4,145百万円(同

60.4％減)となりました。
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　当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの概況は、次のとおりであります。

　

　［板紙・紙加工関連事業］

　板紙・紙加工関連事業につきましては、原燃料価格の上昇や段ボール製品価格の低下により、減

収減益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は275,812百万円(同2.7％減)、営業利益は4,676百万円(同64.2

％減)となりました。

　

　［軟包装関連事業］

　軟包装関連事業につきましては、製品価格の改定が寄与し増収増益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は47,167百万円(同2.8％増)、営業利益は1,638百万円(同43.7

％増)となりました。

　

　［重包装関連事業］

　重包装関連事業につきましては、前第３四半期連結会計期間より連結子会社が増加したことによ

り増収となりましたが、原燃料価格の上昇等により減益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は31,323百万円(同35.0％増)、営業利益は510百万円(同29.6％

減)となりました。

　

　［海外関連事業］

　海外関連事業につきましては、第１四半期連結会計期間より連結子会社が増加したことにより増

収となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は18,963百万円(同9.3％増)、営業損失は548百万円となりまし

た。

　なお、前第３四半期連結会計期間より中国の製紙会社２社を連結範囲から除外しております。

　

　［その他の事業］

　その他の事業につきましては、売上高はほぼ前年並みとなりましたが、不織布事業の採算悪化等

により減益となりました。

　この結果、当セグメントの売上高は24,520百万円(同1.7％減)、営業利益は104百万円(同82.9％

減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、季節要因による売上債権の増加や有形固定資産の取得に

より、658,467百万円となり、前連結会計年度末に比べ29,413百万円増加しました。

　負債は、主に当社の社債発行により、450,214百万円となり、前連結会計年度末に比べ22,818百万

円増加しました。

　純資産は、主にその他有価証券評価差額金の増加により、208,253百万円となり、前連結会計年度

末に比べ6,595百万円増加しました。

　この結果、自己資本比率は30.8％となり、前連結会計年度末に比べ0.4ポイント低下しております。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、現時点では不確定要素が多いため、平成26年10月31日に公表いたしまし

た業績予想を変更しておりません。

　

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。)および「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号

平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文および

退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職

給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から

給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に

伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が212百万円増加、退職給付

に係る負債が3,529百万円増加し、利益剰余金が2,097百万円減少しております。なお、当第３四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益への影響は軽微でありま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,147 21,211

受取手形及び売掛金 141,780 157,667

有価証券 346 346

商品及び製品 16,941 19,178

仕掛品 2,217 2,245

原材料及び貯蔵品 13,942 13,986

繰延税金資産 3,399 2,333

その他 7,550 6,665

貸倒引当金 △702 △423

流動資産合計 208,622 223,209

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 196,025 203,656

減価償却累計額 △123,441 △126,853

建物及び構築物（純額） 72,584 76,803

機械装置及び運搬具 417,611 425,534

減価償却累計額 △333,514 △340,144

機械装置及び運搬具（純額） 84,096 85,389

土地 108,119 109,166

建設仮勘定 22,224 24,920

その他 26,181 27,267

減価償却累計額 △18,201 △18,835

その他（純額） 7,979 8,431

有形固定資産合計 295,005 304,712

無形固定資産

のれん 5,848 4,645

その他 6,575 6,737

無形固定資産合計 12,423 11,383

投資その他の資産

投資有価証券 94,414 99,976

長期貸付金 4,203 3,601

退職給付に係る資産 1,240 1,578

繰延税金資産 669 638

その他 13,869 14,900

貸倒引当金 △1,393 △1,534

投資その他の資産合計 113,003 119,162

固定資産合計 420,431 435,257

資産合計 629,054 658,467
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 86,331 92,071

短期借入金 102,540 109,000

1年内償還予定の社債 5,000 10,000

未払費用 20,772 19,341

未払法人税等 3,768 1,764

役員賞与引当金 115 -

課徴金引当金 5,908 -

その他 24,958 25,548

流動負債合計 249,395 257,726

固定負債

社債 20,000 30,000

長期借入金 128,476 126,798

繰延税金負債 10,909 12,847

役員退職慰労引当金 900 888

退職給付に係る負債 9,750 13,333

その他 7,963 8,620

固定負債合計 178,000 192,487

負債合計 427,396 450,214

純資産の部

株主資本

資本金 31,066 31,066

資本剰余金 33,997 33,997

利益剰余金 123,673 122,695

自己株式 △11,890 △11,899

株主資本合計 176,847 175,860

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,505 17,716

繰延ヘッジ損益 2 3

為替換算調整勘定 6,942 8,596

退職給付に係る調整累計額 61 326

その他の包括利益累計額合計 19,511 26,642

少数株主持分 5,299 5,750

純資産合計 201,658 208,253

負債純資産合計 629,054 658,467
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 394,800 397,787

売上原価 329,106 338,387

売上総利益 65,694 59,399

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 10,511 11,029

給料及び手当 14,880 15,573

のれん償却額 991 1,234

その他 24,334 25,064

販売費及び一般管理費合計 50,717 52,902

営業利益 14,976 6,497

営業外収益

受取利息 291 323

受取配当金 1,135 1,229

為替差益 1,149 525

負ののれん償却額 351 197

持分法による投資利益 498 543

その他 1,521 1,723

営業外収益合計 4,949 4,543

営業外費用

支払利息 1,581 1,490

その他 2,101 1,980

営業外費用合計 3,683 3,471

経常利益 16,242 7,569

特別利益

固定資産売却益 43 1,170

投資有価証券売却益 79 453

受取補償金 971 -

その他 426 501

特別利益合計 1,520 2,124

特別損失

工場リニューアル費用 229 597

その他 813 1,539

特別損失合計 1,042 2,136

税金等調整前四半期純利益 16,720 7,558

法人税、住民税及び事業税 5,659 2,217

法人税等調整額 278 1,082

法人税等合計 5,938 3,300

少数株主損益調整前四半期純利益 10,781 4,257

少数株主利益 314 112

四半期純利益 10,466 4,145
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,781 4,257

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,412 5,263

繰延ヘッジ損益 11 0

為替換算調整勘定 3,345 822

退職給付に係る調整額 - 260

持分法適用会社に対する持分相当額 1,816 906

その他の包括利益合計 13,586 7,253

四半期包括利益 24,367 11,511

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 23,587 11,277

少数株主に係る四半期包括利益 780 234
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

　 （セグメント情報）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメント

その他
※１

(百万円)

調整額
※２

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
※３

(百万円）

板紙・
紙加工
関連事業
(百万円)

軟包装
関連事業
(百万円)

重包装
関連事業
(百万円)

海外
関連事業
(百万円)

計
(百万円)

売上高

外部顧客
　への売上高

283,421 45,888 23,206 17,343 369,859 24,941 ― 394,800

セグメント間
　の内部売上高

又は振替高
1,710 65 891 2,049 4,715 17,059 △21,774 ―

計 285,131 45,953 24,097 19,392 374,574 42,000 △21,774 394,800

セグメント利益
又は損失(△)

13,059 1,140 724 △584 14,339 607 29 14,976

※１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内における不織布、紙器機械、洋紙

の製造・販売、運送事業、保険代理業、リース業および不動産業を含んでおります。

※２ セグメント利益又は損失(△)の調整額29百万円は、セグメント間取引消去であります。

※３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメント

その他
※１

(百万円)

調整額
※２

(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
※３

(百万円）

板紙・
紙加工
関連事業
(百万円)

軟包装
関連事業
(百万円)

重包装
関連事業
(百万円)

海外
関連事業
(百万円)

計
(百万円)

売上高

外部顧客
　への売上高

275,812 47,167 31,323 18,963 373,266 24,520 ― 397,787

セグメント間
　の内部売上高

又は振替高
1,230 32 1,002 4,080 6,345 16,532 △22,878 ―

計 277,042 47,200 32,325 23,044 379,612 41,052 △22,878 397,787

セグメント利益
又は損失(△)

4,676 1,638 510 △548 6,278 104 114 6,497

※１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内における不織布、紙器機械、洋紙

の製造・販売、運送事業、保険代理業、リース業および不動産業を含んでおります。

※２ セグメント利益又は損失(△)の調整額114百万円は、セグメント間取引消去であります。

※３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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